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自主避難　６世帯　13名
住家被害　全壊56世帯　大規模半壊62世帯　半壊241世帯

一部損壊573世帯
非 住 家　公共施設９棟　その他（プール３施設）

東日本大震災被害状況（平成23年11月28日現在）

～ありがとうございました～　義援金一覧
11月28日現在

11月１日貂泉崎第１小学校で校内
マラソン大会が開催されました。
かけっこの得意なちびっ子、苦手
なちびっ子、それぞれに秋の晴天の
元、元気いっぱいに頑張っていまし
た。
元気・やる気・負けん気！
がんばれ～いずみっ子

東日本大震災被害における本村へ寄せられました災害義援金の
総額は、19,684,438円となっております。
村では、今回の震災の被害が甚大であることから、皆さまからの義援

金を受付けております。ご協力いただける場合は、下記の口座にお振込
みいただくか、泉崎村役場災害対策本部までお願いいたします。
○口座振込先

東邦銀行白河支店　（普）3157
泉崎村会計管理者　溝井邦男

※義援金は寄付金控除の対象となります。
受領書を発行いたしますので、お手数ですが、電話・はがき・メー
ルなどで氏名、住所等をお知らせください。

（1）所得税法第78条第２項第１号の規定に基づく寄付金控除（２千円を
超える分）

（2）地方税法第37条の２第１項第１号及び第314条の７第１項第１号の
規定に基づく寄付金控除（５千円を超える分）

（3）法人税法第37条第３項第１号の規定に基づく損金
お問合せ先 泉崎村災害対策本部

TEL：0248-53-2111 FAX：0248-53-2958
MAIL：soumu@vill.izumizaki.fukushima.jp

＜ふるさと納税＞ 愛郷基金について
『ふるさと納税』は、全国的な広がりを見せており、厳しい財政運営

が強いられている自治体では、本制度を活用した様々な施策展開がなさ
れております。泉崎村にも『ふるさと納税（寄附金）』として全国各地
の方々から応援をいただいており、これまで皆様から頂戴した『ふるさ
と納税（寄附金）』は、現在『愛郷基金』として積み立てております。
将来には、この基金による村づくり事業等を進めてまいりますので

『泉崎村』へのふるさと納税をよろしくお願い申し上げます。
http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/2503.html
お問合せ先 泉崎村役場行政推進室

TEL：0248-53-2409 FAX：0248-53-2958

11/28 日本郵政募金会（泉崎郵便局・関平郵便局）

＜災害対策・放射線対策のお知らせ＞

蘆一部損壊住宅の修繕工事に助成金が交付されます。

蘆食品の放射線測定の一般受付を開始します。

蘆住宅・倉庫等の解体における助成が始まります。

※詳しくは、インフォメーションをご覧下さい。

災害

＜災害義援金を受け付けております＞
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11月15日貂役場議場において泉崎村自治功労者表彰式が行われ、特別功労表彰として本柳正孝氏、
田崎一年氏の２名が受賞され、社会福祉功労表彰として菊地正男氏、善行功労表彰として川村奈美
子氏、柴田一雄氏、譌木野内ファーム代表取締役木野内重信氏、大野登喜夫氏、本柳功氏、穂積正
司氏、株式会社朝日ラバー取締役会長伊藤巖氏、藤田清次氏、株式会社ミヤタ代表取締役宮田誠子
氏の９名が受賞され記念の盾が贈られました。※表彰は、村の表彰条例に基づくもので、「村に対す
る寄付功労及び村議会議員等として長年貢献された栄誉に対し表彰する」ものです。

平成23年度「花いっぱい運動コンクール」の表彰式が
10月24日豺、中央公民館で行われました。
受賞者は次のとおりです。

平
成
23
年
度
泉
崎
村
自
治
功
労
者
表
彰
式

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」

特選 踏瀬老人クラブ・根っこの会・八雲会
金賞 外ノ入中ノ内自治会・泉崎第二小学校・遊友湯ク

ラブ
銀賞 防犯指導隊・㈱佐野制作所福島工場・太田川老人

クラブ・泉崎村中央公民館・瀬上花愛好会・関和久宿老人クラブ
銅賞 特別養護老人ホームケアハウス泉崎・踏瀬（自治組合）・泉崎村保育所・泉崎第一小

学校・㈱コラボ・ウェイスト・烏峠愛好会・泉崎東団地自治会・八丸（自治組合）・
泉崎村障がい者支援センター・上町上1－1（自治組合）・泉崎村児童館・矢吹消防署
泉崎中島分署・泉崎中学校・天王台自治会・資料館・駐在所・泉崎幼稚園
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今
回
で
、
第
23
回
目
の
大
会
と

な
る
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅
伝
競

走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
、
開

会
式
で
は
黙
祷
が
執
り
行
わ
れ
、

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
へ
ご

冥
福
と
震
災
復
興
へ
誓
い
が
祈
ら

れ
ま
し
た
。
20
日
、
四
十
九
市
町

村
８
０
０
名
の
選
手
が
参
加
の
も

と
、
白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
か
ら
福
島
市
の
県
庁
ま
で
の

16
区
間
、
96
・
５
袰
の
コ
ー
ス
で

競
技
が
行
な
わ
れ
、
泉
崎
村
駅
伝

チ
ー
ム
は
見
事
優
勝
し
６
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。
村
の
部
で
は
、

２
区
の
近
藤
和
輝
（
学
法
石
川
高

３
年
）
が
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
３
区

の
石
川
大
和（
泉
崎
中
３
年
）
、
５

区
の
佐
川
信
太
郎
（
学
法
石
川
２

年
）
、
７
区
の
相
樂
千
尋
（
泉
崎

中
３
年
）
が
区
間
賞
の
走
り
で
レ

ー
ス
を
引
っ
張
り
、
後
半
は
11
区

の
渡
辺
智
子
（
新
潟
県
警
）
、
12

区
の
兼
子
卓
也
（
秋
山
錠
剤
㈱
東

京
本
社
）、
13
区
の
植
田
伸
一（
㈱

黒
龍
堂
）
が
後
続
を
大
き
く
離
し
、

第
二
位
の
玉
川
村
に
９
分
18
秒
の

大
差
を
付
け
て
優
勝
。
伊
達
市
や

喜
多
方
市
な
ど
市
を
上
回
る
活
躍

で
、
総
合
で
も
13
位
と
大
健
闘
い

た
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
皆
様
・

チ
ー
ム
を
支
え
て
下
さ
る
家
族
の

方
々
、
沿
道
や
Ｔ
Ｖ
等
で
応
援
を

し
て
頂
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

第23回ふくしま駅伝　ゼッケン「44」泉崎駅伝チームが村の部6連覇

区間賞おめでとう！　
３区（5.8Km）石川　大和くん
５区（6.7Km）佐川信太郎くん
７区（5.4Km）相樂　千尋くん

11区（3.9Km）渡辺　智子さん

12区（7.0Km）兼子　卓也くん

13区（4.8Km）植田　伸一くん

泉崎村駅伝チームの皆さんからのコメント

皆さまの応援ご協力ありがとうございました。
村の部総合優勝 泉崎村駅伝チーム

☆村の部　優勝5時間30分33秒　市町村総合第13位

渡辺　貴之
（横浜国立大３年）

かっこよく走れてよかった。来年
も か っ こ よ く 走 り た い ！ ！
(*^_^*)（笑）

６
区
8.3
km

兼子　卓也
（秋山錠剤㈱東京本社）

交通事故や試練が多く何度も諦め
かけた時もありましたが、最後ま
で信じて頑張ってきた。結果が出
せて嬉しかった。

12
区
7.0
km

渡辺　智子
（新潟県警察）

沿道からのたくさんの応援、本当
にありがとうございました。区間
賞が取れると思っていなかったの
で驚きです。

11
区
3.9
km

瀬戸　隆行
（役場総務課）

沿道の応援、本当に有難うござい
ました。苦しさに負けそうになっ
た自分に、元気と力をもらいまし
た。心から感謝いたします。

10
区
9.2
km

高橋　千尋
（泉崎中１年）

今年、初めての参加でとてもドキ
ドキしたけど、無事にタスキを繋
げて良かったです。

９
区
3.0
km

高橋　良太
（泉崎中３年）

初めての駅伝大会でしたが、6連覇
優勝に貢献できて嬉しかった。先
輩方が自分の分もカバーしてくれ
て感謝します。

８
区
5.4
km

相樂　千尋
（泉崎中３年）

初めての駅伝で区間賞が取れてよ
かった。自分なりに精一杯走れま
した。

７
区
5.4
km

田崎　貴成
（学法石川高３年）

今年は、補欠で残念でした。来年
は走りたいので頑張ります。

控
え
選
手

兼子　　豊
（陸上自衛隊福島）

5年ぶりの福島駅伝に参加でした
が、団結力、負けん気さ、泉崎の
強さの秘訣を感じました。来年こ
そは必ず選手で出場します。

控
え
選
手

塩澤　裕也
（秋山錠剤㈱福島）

６連覇という結果が出せたのも中学
生、高校生の頑張りのおかげです。若
手育成こそが優勝の連覇に繋がってい
ます。若手育成に頑張りますので、ご
協力の程よろしくお願いいたします。

16
区
8.4
km

木野内彩佳
（泉崎中３年）

選手として参加して、すごく緊張
したのですが、精一杯最後まで走
れたので良かった。応援ありがと
うございました。

15
区
3.4
km

兼子　太鶴
（学法石川高２年）

今年は区間賞を逃して悔しかった。
走れる機会があったら区間賞を必
ずとりたいです。

14
区
5.7
km

植田　伸一
（㈱黒龍堂）

大会を通して少しでも村民の皆様
に元気を与えたく、最後の１ｍま
で一生懸命走りました。沿道から
沢山の応援本当に有難うございま
した。

13
区
4.8
km

佐川信太郎
（学法石川高２年）

今年は調子が上がらない日々が続
いた。区間賞は嬉しい優勝に貢献
できて良かった。

５
区
6.7
km

前田　雅人
（東京学芸大２年）

村の部６連覇できてうれしいです。
来年は更に強くなって泉崎に帰っ
てきます。

４
区
7.3
km

石川　大和
（泉崎中３年）

村の部で6連覇出来て良かったで
す。昨年は区間賞を逃したけど、
今年は区間賞をとれてとてもうれ
しいです。

３
区
5.8
km

近藤　和輝
（学法石川高３年）

村の部6連覇に自分も加わることが
できて本当にうれしく思います。

２
区
8.3
km

兼子　奈緒
（学法石川高２年）

今年も連覇が出来て良かったです。
ただ、区間賞がとれなくて悔しか
ったです。来年は必ず区間賞をと
りたいです。

１
区
4.0
km
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箭内進太郎
（中央学院大２年）

今回、優勝に直接貢献することが
出来ませんでしたが、別のところ
で結果を出してチームに貢献した
いと思います。

サ
ポ
ー
ト

大塚　志穂
（新栄総業㈱）

社会人１年目。今年もふくしま駅伝に
携わる事が出来て光栄です。来年も７
連覇へ向けて力になれたらと思いま
す。皆様の応援感謝いたします。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

菊地　奏江
（役場住民生活課）

被災された方や避難されている方
の勇気や励みになったと思います。
前向きに頑張る走りに感謝と喜び
でいっぱいです。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

吉川　美里
（光南高校２年）

今年はサポートとして参加し、6連
覇を達成できて良かったです。チ
ームの仲間が大好きです。

サ
ポ
ー
ト

佐川　拓也
（学法石川高２年）

今年はサポートでした。来年は高
校最後なので走れるように頑張り
ます。

サ
ポ
ー
ト

兼子　侑大
（山梨学院大１年）

今年は怪我で出場出来ませんでし
た。直向きに積み重ねて行くのが
陸上競技。お互い頑張りましょう。

サ
ポ
ー
ト

佐川　佑磨
（創価大学１年）

6連覇優勝おめでとうございます。
来年は必ずチームの力になります。
お待ち下さい。

サ
ポ
ー
ト

関谷　正文
（自営業）

大震災と原発事故という厳しい状況の中での６連覇でした。選手の皆さ
んの大会へ向けた日々の努力と、それを支えてくれたご家族の温かいご
支援に感謝したい。また、沿道で応援してくらた村民の皆様、本当に有
難うございました。泉崎村チームは選手・スタッフ一同、来年の大会に
向け更なる精進をして参ります。応援よろしくお願いします。

監
　
督

中野目雄基
（白河広域消防矢吹分署）

皆様の応援ありがとうございまし
た。試練も多いと思いますが、7連
覇目指して頑張りますので、引き
続き応援よろしくお願いします。

コ
ー
チ

本柳　友浩
（福島県警本部）

チームの一員になれたことを嬉し
くまた誇らしく思います。来年も7
連覇のお手伝いをします。

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

松本　幹子
（泉崎中教諭）

関谷監督をはじめとして、瀬戸さんと
塩澤さんの毎日のご指導のたまもの。
ありがとうございました。泉崎チーム
のチームワークに感動しました。

コ
ー
チ

井上　健太
（秋山錠剤㈱東京本社）

今年は選手になれませんでしたが、
来年は必ずレギュラーになります。

サ
ポ
ー
ト

穂積　大樹
（泉崎中２年）

初めての駅伝でした。先輩のサポ
ートが出来て良かったです。来年
は選手で走ります。

控
え
選
手

兼子　奈々
（泉崎中１年）

今年はサポートとして参加し6連覇
出来てうれしかった。来年は走れ
るように番張ります。

控
え
選
手

岡部　礼悠
（学法石川高１年）

今年の6連覇は控え選手での参加で
した。来年は選手として参加しま
す。

控
え
選
手

島村　航平
（日大東北高１年）

今年は控え選手だったが、来年は
必ず選手になって走ります。

控
え
選
手

５区佐川信太郎くん区間賞
の走りで更に上位へ。

４区前田雅人くん、堅実な
走り上位へ。

２区近藤和輝くん（学法石川
キャプテン）から３区石川大
和くんへのタスキリレー。

女子エース区間の1区にて好
走し優勝への流れを作った
兼子奈緒さん。

12区、圧倒的な強さで順位
を大きく上げた兼子卓也く
ん。

11区、昨年に続き区間賞を
獲得した渡辺智子さん。

10区、最長距離区間9.2Km
を力走した瀬戸隆行さん。

15区初出場ながらしっかり
と難コースを走り抜いた木
野内彩佳さん。

16区アンカーを走った塩澤裕也キャプテン。１年間チ
ームを引っぱり頑張った栄光の胴上げ邇多くのご労苦
に感謝します。

14区スピードとバネを生
かした素晴らしい走り兼
子太鶴くん。

13区タフなコースを責任感
で走り抜き見事区間賞の植
田伸一さん。

7区、力強い走りで見事区間
賞を獲得した相樂千尋くん。

腰高で美しいﾌｫｰﾑの６
区渡辺貴之くん。

祝勝会では、メダルが象られ
た祝Ｖ６ケーキが選手の皆さ
んに振る舞われました。
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「
が
ん
ば
ろ
う
！
泉
崎
村
復
興
産
業
収
穫
祭
」（
第
５
回
泉
崎
村
産
業
収
穫
祭
）
が
10
月
30
日

豸
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
３
月
に
起
き
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
、
こ
れ
ま
で
会
場
と
し
て
い
た
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
被
災
し

た
た
め
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
こ
ん
な
時
こ
そ
や
る
べ
き
」
と
の
久
保
木
村

長
始
め
関
係
団
体
の
熱
意
に
よ
り
会
場
を
変
え
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
田
崎
為
吉
産
業
収
穫
祭
実
行
委
員
会
会
長
の
「
復
興
か
ら
立
ち
上
が
り
、

前
進
す
る
た
め
の
収
穫
祭
」
と
強
調
さ
れ
、
来
賓
の
久
保
木
正
大
泉
崎
村
長
、
中
野
目
正
治

泉
崎
村
議
会
議
長
も
共
に
祝
辞
の
中
で
、
「
震
災
後
の
復
興
を
速
や
か
に
推
進
す
る
」
と
力

強
く
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
産
業
収
穫
祭
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
特
産
品
や
出
店
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
特
に
村
が
職
員
を
研
修
派
遣
し
て
い
る
長
野
県
下
條
村
か
ら
、

ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
地
域
戦
隊
カ
ッ
セ
イ
カ
マ
ン
」
と
更
に
埼
玉
県
か
ら
「
埼
玉
戦
士
さ
い

た
あ
マ
ン
（
埼
玉
県
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
）」、「
ミ
ル
ク
マ
ン
（
埼
玉
県
酪
農
団
体
の
ご
当
地

ヒ
ー
ロ
ー
）」
も
友
情
出
演
と
い
う
こ
と
で
参
加
頂
き
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ウ
を
演
じ
て
頂
き

ま
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
本
格
的
な
演
技
で
迫
力
も
あ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
大
変
好
評
で
し
た
。

そ
の
他
、
村
内
で
活
動
す
る
各
団
体
の
ダ
ン
ス
や
演
舞
、
演
奏
も
完
成
度
が
高
く
、
大
き

な
拍
手
が
目
立
つ
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
出
店
も
特
産
品
、
農
作
物
、
軽
食
や
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
な
ど
多
彩
で
し
た
が
、
中
で
も
目
を
引
い
た
の
は
長
野
県
下
條
村
の
特
産
品
コ
ー
ナ
ー

で
、
漬
物
、
信
州
そ
ば
、
り
ん
ご
、
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
品
が
瞬
く
間
に
売

れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
収
穫
祭
に
参
加
頂
い
た
団
体
始
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
来
年
度
の
開
催
に
向
け
て
引
き
続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第５回泉崎村産業収穫祭

㍿ 福南建設
〠969-0101　泉崎村大字泉崎字大山41-７

　☎　（0248）５３－２５０６
FAX（0248）５３－３４３８

工事なんでも御相談下さい（見積もり無料）
駐車場工事・アスファルト舗装工事
コンクリート工事・土留工事・建物解体工事
フェンス工事・田・畑・盛土工事・下水工事
などその他

☆ 気 軽 に 御 相 談 下 さ い。
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10
月
29
日
貍
、
30
日
豸
の
２
日
間
、
泉
崎
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

館
内
で
は
、
学
童
絵
画
・
習
字
展
、
高
齢
者
作
品
展
、
広
山
流
生
花
展
、
障
が
い
者

支
援
セ
ン
タ
ー
作
品
、
一
般
作
品
展
に
は
多
世
代
に
わ
た
る
多
く
の
村
民
の
方
々
か
ら

出
品
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
は
、
盆
栽
展
、
山
野
草
展
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
福
祉
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
保
健
福
祉
課
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
健
康
コ
ー
ナ
ー
も
行
わ
れ
、
体
力
測
定
、
健
康
相
談
等
が
行

わ
れ
訪
れ
た
大
勢
の
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
館
外
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
よ
る
輪
投
げ
や
射
的
遊
び
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
子
供
達
に
駄
菓
子
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
国
際
交
流
協
会
で
は
、
こ
の

度
の
タ
イ
の
洪
水
に
よ
る
災
害
募
金
を
実
施
し
、
募
金
を
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
ス
コ

ー
ン
（
焼
き
菓
子
）
や
ジ
ュ
ー
ス
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
文
化
祭
は
震
災
の
影
響
で
小
規
模
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
村
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
第
37
回
村
民
文
化
祭
は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
文
化
祭
に
際
し
、
多
く
の
各
種
団
体
の
皆
様

方
に
は
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

村長賞
絵　画　幼稚園年長　　　三瓶　暖斗
絵　画　一小２年生　　　吉田　悠真
絵　画　二小２年生　　　郷　　楓嘉
絵　画　中学校３年生　　箭内　美希
習　字　一小６年生　　　小林　琴星
習　字　二小６年生　　　兼子　苗見
習　字　中学校３年生　　溝口　智輝
高齢者　村老連　　　　　秋山　節子
一　般　一般　　　　　　山田　奈保
山野草　愛好会　　　　　佐藤　清行
盆　栽　受講生　　　　　有賀　国喜

議会議長賞
絵　画　幼稚園年中　　　久保木　彩
絵　画　一小５年生　　　小針　慶大
絵　画　二小１年生　　　大野　夏寛
絵　画　中学校２年生　　佐々木陽菜
習　字　一小５年生　　　穂積　優音
習　字　二小５年生　　　國井　杏菜
習　字　中学校３年生　　星　　真衣
高齢者　村老連　　　　　会田　タツ
一　般　一般　　　　　　坂本　春子
山野草　愛好会　　　　　渡部　芳郎
盆　栽　受講生　　　　　渡部　芳郎

教育長賞
絵　画　幼稚園年長　　　安部勇之助
絵　画　一小６年生　　　金澤なつみ
絵　画　二小３年生　　　小玉　瑞葵
絵　画　中学校１年生　　穂積　朋英
習　字　一小４年生　　　佐川航太郎
習　字　二小４年生　　　十文字陽捺
習　字　中学校３年生　　福地　武蔵
高齢者　村老連　　　　　鈴木　重夫
一　般　一般　　　　　　田崎真理子

会場は多くの作品が寄せられました。リサイクルバザーや健康コーナ
ーなど大盛況でした。

健康福祉コーナーでは、血圧測定、脳年齢や活力年齢測定、体力測定、
歯科相談などが行われ、訪れた皆さんは自分の健康に関心を持ちなが
ら体験されていました。社会福祉協議会コーナーや食生活改善推進員
会試食コーナー、展示コーナーなどもあり、大勢の方でにぎわってい
ました。

山野草　愛好会　　　　　伊倉キヨ子
盆　栽　受講生　　　　　佐藤　清行
中央公民館長賞
絵　画　幼稚園年長　　　野崎　凌一
絵　画　一小４年生　　　小林　知弘
絵　画　二小６年生　　　溝井　　萌
絵　画　中学校３年生　　遠藤　　史
習　字　一小３年生　　　海上　るい
習　字　二小３年生　　　小松　克毅
習　字　中学校２年生　　直井　葉月
高齢者　村老連　　　　　瀬戸　春子
一　般　一般　　　　　　海上　節子
山野草　愛好会　　　　　浦山　ヤイ
盆　栽　受講生　　　　　星　　平助
文化協会長賞
絵　画　幼稚園年中　　　草野　志温
絵　画　一小３年生　　　佐々木万由
絵　画　二小６年生　　　加藤輝羅璃
絵　画　中学校２年生　　酒巻美千代
習　字　一小２年生　　　丸山　留奈
習　字　二小２年生　　　菊地　未結
習　字　中学校２年生　　穂積　秀紀
高齢者　村老連　　　　　井上あや子
一　般　一般　　　　　　岡部ミトリ
一　般　一般　障がい者支援センター　
山野草　愛好会　　　　　小針ミツエ
盆　栽　受講生　　　　　野崎　安博
商工会長賞
絵　画　幼稚園年少　　　鈴木　斗愛
絵　画　一小６年生　　　大谷　優衣
絵　画　二小３年生　　　仲畠杏咲美
絵　画　中学校２年生　　岡部　晴葵
習　字　一小１年生　　　白石　葵
習　字　二小１年生　　　菊地　美裕

第37回村民文化祭　特別賞入賞者
習　字　中学校２年生　　菊地　　聡
山野草　愛好会　　　　　佐藤　イチ
福島民報社賞
絵　画　幼稚園年中　　　加藤　　澪
絵　画　一小４年生　　　志賀　優真
絵　画　二小２年生　　　穂積　育実
絵　画　中学校１年生　　増岡ひなの
習　字　一小６年生　　　佐川　詩織
習　字　二小６年生　　　鈴木美沙子
習　字　中学校１年生　　鈴木　智也
山野草　愛好会　　　　　斎藤　吉巳
福島民友新聞社賞
絵　画　幼稚園年少　　　岡部　遥佳
絵　画　一小１年生　　　半澤　蒼良
絵　画　二小１年生　　　服部　凌大
絵　画　中学校３年生　　北澤　琴音
習　字　一小５年生　　　大野　咲希
習　字　二小５年生　　　穂積沙也花
習　字　中学校１年生　　大石　芹奈
山野草　愛好会　　　　　斎藤ユキ子
山野草愛好会長賞
山野草　愛好会　　　　　浦山　ヤイ
日赤県支部長賞
高齢者　村老連　　　　　小針ミツエ
日赤県南地区長賞
高齢者　村老連　　　　　大森　芳子
県老連会長賞
高齢者　村老連　　　　　相良　慶子
郡老連会長賞
高齢者　村老連　　　　　中畑　正春
村老連会長賞
高齢者　村老連　　　　　山内　エイ
辺見フォト賞
高齢者　村老連　　　　　橋本　清毅

第37回村民文化祭
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泉崎村人事行政の運営等に関する状況
　村政に対してより一層のご理解をいただくために、「泉崎村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
の規定に基づき、人事行政の運営等の状況についてお知らせします。
（なお、ここに用いている数値は、平成２３年４月１日現在の「地方公務員給与実態調査」および「地方公共
団体定員管理調査」などを基にしたものです。）

（１）職員採用の状況（H22.4.1～H23.3.31）

１　総　　括　（１）人件費の状況（普通会計決算）

  競　争　試　験
男　性 女　性 計

一般行政職 ０人 ０人 ０人
計 ０人 ０人 ０人

（２）職員の退職の状況　（H22.4.1～H23.3.31）
定　年　退　職
勧　奨　退　職 ３人
普　通　退　職
分　限　免　職
懲　戒　免　職
死　亡　退　職
整　理　退　職

計 ３人

（３）部門別職員数の状況と主な増減理由　（平成23年４月１日現在）（単位：人） （４）年齢別職員構成の状況
（23年４月１日現在）　　　　　　区　分

部　門　　　　　
職 　 員 　 数 対前年

増減数 主な増減理由平成22年 平成23年

一般行政

議　会 ２ １ －１ 退職による減
総　務 １６ １５ －１ 人事異動による減
税　務 ６ ４ －２ 人事異動による減
労　働 ０ ０ ０
農林水産 ５ ４ －１ 退職による減
商　工 １ １ ０
土　木 ３ ５ ２ 人事異動による増
民　生 １３ １３ ０
衛　生 ４ ４ ０
小　計 ５０ ４７ －３

特別行政 教　育 ２６ ２６ ０ 退職による減（１名）
人事異動による増（１名）

小　計 ２６ ２６ ０

公営企業
等 会 計

水　道 １ １ ０
下水道 １ １ ０
その他 １０ １０ ０
小　計 １２ １２ ０

合　　　計 ８８ ８５ －３

区　分 職員数
20 歳 未 満 ０人
20歳～23歳 ０人
24歳～27歳 ０人
28歳～31歳 ２人
32歳～35歳 ８人
36歳～39歳 １６人
40歳～43歳 １３人
44歳～47歳 ７人
48歳～51歳 １２人
52歳～56歳 ２４人
57歳～59歳 ３人
60歳～以上 ０人
計 ８５人

１　職員の任免及び職員数に関する状況

２　職員の給与の状況

区　分 住民基本台帳人口
（年度末）

歳 出 額
Ａ 実質収支 人 件 費

Ｂ
人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
21年度の人件費率

２２年度 Ｈ23.３.31
６，８５１人

　　　　千円　
３，７８９，３５５

　　千円　
　９４，９５８

　　　千円　
７３５，７０６

％　
１９．４

％　
２０．９

※人件費には、特別職に支給される報酬、退職手当組合負担金等も含まれています。

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）　職員手当には退職手当を含まない。

区　分 職 員 数
Ａ

給　　　　　　与　　　　　　費 一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

2２年度 人　
７３

千円　
２８１，２９３

千円　
２１，３１１

千円　
１０２，１９５

千円　
４０４，７９９

千円　
５，５４５

※白河地方広域市町村圏整備組合に１名派遣

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。
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（注）１「平均給料月額」とは、平成２３年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
　　　２「平均給与月額」とは、給与月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合

計したものである。

（注）１　財政再建のため、上記の額から５％減額した額を
支給する。

（注）１　泉崎村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数
を、採用前に民間暦などのある場合にはその期間を換算し、
採用後の年数に加算した年数をいいます。

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一　般
行政職

大学卒 272,300円 309,400円 341,200円
高校卒 214,300円 264,500円 302,500円

技　能
労務職

甲 201,400円 261,700円 286,100円
乙 191,700円 214,100円 275,000円

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 （23年４月１日現在）

３　一般行政職の級別職員数等の状況
一般行政職の級別職員数 （23年４月１日現在）

４　職員の手当の状況（全職員）
（１）　期末手当・勤勉手当 （23年４月１日現在）

区　　分 一　般　行　政　職 技　能　労　務　職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

泉 崎 村 318,368円 342,356円 45.1歳月 285,855円 299,855円 54.7歳
国 327,205円 397,723円 42.3歳月 － － －

福 島 県 350,187円 362,693円 43.9歳月 － － －

（２）職員の初任給の状況
（23年４月１日現在）

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（23年４月１日現在）

区　　分 泉崎村 福島県 国
一　般
行政職

大学卒 175,100円 175,100円 172,200円
高校卒 142,500円 142,500円 140,100円

技　能
労務職

甲 152,600円 ―  ―
乙 137,200円 ―  ―

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計
標準的な
職務内容 主　事 主任主事

主　事
主任主査
主　　査

課長補佐
専門主任主査 課　長 参　事

職 員 数 ０人 ３人 ３５人 １３人 ９人 ０人 ６０人
構 成 比 ０％ ５．０％ ５８．３％ ２１．７％ １５．０％ ０％ １００％

泉　　　崎　　　村 福　　　島　　　県 国
一人当たりの平均支給額（２２年度）

１，３３０千円 ― ―

（22年度支給割合）
　期末手当　
２．５５月分

６月　１．２５０月分
12月　１．３００月分

　勤勉手当
１．３５月分
０. ７００月分
０. ６５０月分

（22年度支給割合）
期末手当
２．５５月分

６月　１．２５０月分
12月　１．３００月分

勤勉手当
１．３５月分
０. ７００月分
０. ６５０月分

（22年度支給割合）
期末手当
２．６０月分

６月　１．２５０月分
12月　１．３５０月分

勤勉手当
１．３５月分
０. ７００月分
０. ６５０月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　５%～１５%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　５%～２０%
・管理職加算　１５%～２５%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　５%～２０%
・管理職加算　１０%～２５%

（２）退職手当 （23年４月１日現在）
泉　　　崎　　　村 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分 勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分
勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分 勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分
勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分 勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分
最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分 最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分
その他の加算措置　　定年前早期退職特別措置 その他の加算措置　　定年前早期退職特別措置

２％～２０％加算 ２％～２０％加算

♥村のでんき屋さんへ御相談下さい♥

☎ 53-2914    FAX  53-4566

太陽光で電気を発電、
そして電力に電気を売ります。

太陽光発電

平成23年７月でアナログ放送終了。
今のテレビでも見られる方法もあります。

地上デジタルテレビ

平成23年5月31日迄に設置義務です
住宅火災報知器

深夜電力を知っていますか？
昼間の1/3の料金でお湯を沸かします。

省エネNo1
エコキュート

IHクッキング
炎がないから安心、台所がスッキリ　!　きれい　!　

確かな信用、確かな技術

中 溝井設備工業

今後とも宜しくお願い致します

「株式会社兼千」
かね せん

〒969－0102　泉崎村大字関和久字瀬知房5
TEL 54 -1101　FAX 54-1103

会社名が変わりました会社名が変わりました
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５　特別職の報酬等の状況 　　 
（23年４月１日現在）

（３）時間外勤務手当　　 決算統計より

２２年度
支給実績 ６，９４７千円

職員１人あたり平均支給年額 ７８，９４０円

（４）その他の手当 　　 （23年４月１日現在）

区　

分
内容及び支給単価

国の
制度
との
異同

国の制度と異なる内容 支給実績
（22年度決算）

支給職員１人あた
り平均支給年額
（22年度決算）

扶
養
手
当

▶配偶者　13,000円
▶配偶者以外扶養親族１人につき　6,500円
▶配偶者のない職員の扶養親族のうち１人　11,000円
▶満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末までの子
１人につき5,000円加算

同 ― 14,156千円 272,221円

住
居
手
当

▶自ら居住するための住宅を借り受け、月額9,500円を
超える家賃を支払っている職員（借家・借間）　100円
～27,000円

異

▶自ら居住するための住宅を借り
受け、月額12,000円を超える家
賃を支払っている職員（借家・
借間）
　100円～27,000円

1,568千円  313,680円

通
勤
手
当

▶交通用具（車等）利用者
　通勤距離に応じて　2,500円～48,400円
▶交通機関等利用者
　（支給単位期間の運賃等の額の合計額を月数で除して
得た額が58,000円を超える時は58,000円との差額の2
分の1を58,000円に加算した額）

異

▶交通用具（車等）利用者
　通勤距離に応じて
　2,000円～24,500円
▶交通機関等利用者
　運賃等相当額が55,000円以下に
ついては運賃等相当額

4,669千円   74,106円

管
理
職

手　

当

▶参事　6級1種　42,600円
▶総務課長　5級1種39,600円
▶その他の課長　5級2種31,800円（定額制）

異 一般行政職の場合４級５種45,400
円～10級１種139,300円 3,992千円 399,211円

寒
冷
地

手　

当

▶扶養親族を有する世帯主である職員　17,800円
▶その他の世帯主である職員　10,200円
▶その他の職員　　　　7,360円

同 ― 5,720千円 71,500円

宿
日
直

手　

当

▶一般の宿直　平日　4,500円
　　　　　　　土曜宿直　6,750円 異

▶一般の宿直　平日　4,200円
　　　　　　　土曜宿直　6,300円
▶医師の当直　平日　20,000円
　　　　　　　土曜宿直　30,000円

　　0円 　　0円

夜
間
勤

務
手
当

正規の勤務時間として、午後10時から翌日5時までの間
に勤務した職員に対して支給
勤務した全時間に対し、勤務１時間当たりの給与額の
25/100の額

同 ― 　　0円 　　0円

区　　　　分 給料月額等

給　　料
村　長 548,000円
副村長 265,500円
教育長 481,500円

報　　酬
議　長 280,000円
副議長 225,000円
議　員 203,000円

期末手当

村　長
　（支給割合）　
６月期1.40月分
12月期1.50月分
　計   2.90月分

副村長
教育長
議　長
副議長
議　員

退職手当

任期毎　在職月方式
村　長 ４８/１００
副村長 ２９/１００
教育長 ２０/１００

６　年次休暇の種類
　○年次休暇　○病気休暇　○介護休暇　○育児休暇
　○特別休暇（産前、産後休暇、育児時間休暇、子の看護休暇、結婚休暇、忌
引休暇、ドナー休暇、夏季休暇、配偶者及び子並びに父母の祭日休暇、災
害又は交通機関の事故等による休暇、公民権行使ための休暇、公の職務執
行のための休暇など）

７　職員の服務の状況　
　　地方公務員法に全ての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤
務し、且つ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければ
ならないと規定されており、次のような職務上の義務があります。

　○法令等及び上司の職務上命令に従う義務
　○信用失墜行為の禁止
　○職務に専念する義務
　○政治的行為の制限
　○争議行為等の禁止
　○営利企業等の従事制限

８　公平委員会に係る業務の状況
　○勤務条件に関する措置の要求の状況　　　該当なし
　○不利益処分に関する不服申立ての状況　　該当なし

（
元
職
員
駐
車
場
）
に
避
難
し

ま
し
た
。
午
睡
中
で
し
た
の
で
、

驚
き
と
不
安
か
ら
泣
き
出
す
子

ど
も
達
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

無
事
避
難
場
所
に
逃
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

10
月
28
日
貊
お
誕
生
会
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
の
お
誕
生
会

に
、
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
の
お
友

達
が
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
か

ら
の
出
し
物
に
終
始
興
味
深
く

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

園
に
興
味
や
入
園
に
期
待
が
も

て
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
12
月
に
ま
た
訪
問
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

10
月
22
日
貍
父
母
の
会
主
催

に
よ
る
も
ち
つ
き
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
場
所
の
関
係
で
２
歳

児
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
も

ち
を
つ
く
姿
を
見
た
り
、
実
際

に
自
分
た
ち
も
杵
を
も
っ
て
も

ち
を
つ
く
経
験
を
し
ま
し
た
。

色
々
な
種
類
の
も
ち
や
、
あ
た

た
か
い
け
ん
ち
ん
汁
を
お
家
の

人
と
一
緒
に
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統

あ
る
「
も
ち
つ
き
」
の
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と

で
す
ね
。

10
月
26
日
貉
午
睡
中
近
く
の

民
家
よ
り
出
火
と
い
う
想
定
で

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

職
員
玄
関
か
ら
第
二
避
難
場
所
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10
月
26
日
貉
、
長
野
県
下
條

村
の
熊
谷
さ
ん
か
ら
、
り
ん
ご

が
本
校
（
二
小
）
に
届
き
ま
し

た
。
真
っ
赤
な
り
ん
ご
に
は
、

リ
ボ
ン
が
結
ば
れ
て
い
て
、「
頑

張
れ
、
泉
崎
の
子
ど
も
達
」
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
子
ど
も
達
に
見

て
も
ら
う
と
同
時
に
、
さ
っ
そ

く
給
食
時
に
み
ん
な
で
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
り
ん
ご

に
は
手
紙
も
添
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
子
ど
も
達
か
ら
お

礼
の
手
紙
を
募
集
し
、
写
真
と

一
緒
に
届
け
ま
し
た
。

10
月
23
日
豸
、
第
３
回
盆
栽

教
室
を
村
中
央
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
教
室
は
、
㈲
峯
松

園
の
遠
藤
賢
次
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
村
内
の
愛
好
者
９
人
が

参
加
し
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
冬
に
向
け
て
の
手
入
れ

の
仕
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
盆

栽
を
教
材
と
し
て
、
剪
定
と
針

金
か
け
を
し
ま
し
た
。

10
月
７
日
貊
食
育
活
動：

１

歳
児
を
対
象
に
食
育
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
季
節
の
食
べ
物

を
利
用
し
て
の
活
動
で
し
た
。

食
べ
た
物
が
う
ん
ち
に
な
る
ま

で
の
絵
本
を
見
て
か
ら
、
実
際

に
蒸
か
し
て
も
ら
っ
た
お
芋
を

食
べ
ま
し
た
。
活
動
を
通
し
て

食
へ
の
関
心
が
更
に
高
ま
っ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

10
月
21
日
貊
、
幼
稚
園
訪
問

を
実
施
し
ま
し
た
。
「
幼
稚
園

の
中
で
生
活
を
経
験
し
、
幼
稚

園
入
園
へ
の
期
待
を
も
つ
」「
ク

ラ
ス
の
友
達
と
バ
ス
に
乗
っ
て

出
か
け
る
こ
と
を
楽
し
む
」
と

い
う
ね
ら
い
を
た
て
、
幼
稚
園

を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
保
育

室
で
は
、
椅
子
に
座
り
色
々
な

活
動
（
歌
を
う
た
う
・
シ
ー
ル

を
貼
る
・
絵
本
を
見
る
・
お
や

つ
を
食
べ
る
）
を
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ま
ま
ご
と
や
ブ
ロ

ッ
ク
な
ど
で
沢
山
遊
ん
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
達
か
ら
「
楽
し

か
っ
た
も
う
一
度
行
き
た
い
」

と
い
う
声
が
沢
山
聞
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
幼
稚

第
3
回
盆
栽
教
室
開
催

食
育
活
動
（
保
育
所
）

長
野
県
下
條
村
か
ら
真
っ
赤

な
り
ん
ご
が
届
き
ま
し
た
！

幼
稚
園
訪
問
（
保
育
所
）

も
ち
つ
き
会
（
保
育
所
）

避
難
訓
練
（
保
育
所
）

お
誕
生
会
（
保
育
所
）



ま
た
、
訓
練
後
に
は
泉
崎
中

島
分
署
よ
り
地
元
住
民
を
対
象

に
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
実
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寒
い
季
節

に
入
り
、
火
を
使
う
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
の
で
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

11
月
28
日
豺
、
泉
崎
郵
便
局

長
　
橋
本
幸
雄
氏
、
関
平
郵
便

局
長
穂
積
祐
二
氏
が
来
庁
し
、

東
日
本
大
震
災
「
黄
色
い
ポ
ス

ト
募
金
」
の
義
援
金
を
両
氏
よ

り
賜
り
ま
し
た
。
黄
色
い
ポ
ス

ト
は
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
５

社
の
社
員
有
志
に
よ
り
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
の
た

め
募
金
活
動
を
行
う
目
的
と
し

て
、
３
月
16
日
に
設
立
し
た
任

意
団
体
で
す
。
多
額
の
寄
付
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
タ
イ

か
ら
泉
崎
村
へ
嫁
い
で
い
る
協

会
会
員
の
鈴
木
マ
ユ
リ
さ
ん
の

母
国
で
す
。
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ

ま
か
ら
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

募
金
金
額
は
２
０,

２
１
１
円

で
11
月
５
日
タ
イ
へ
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
12
日
貍
泉
崎
村
消
防
団

と
泉
崎
中
島
分
署
合
同
の
防
御

訓
練
が
外
ノ
入
地
区
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
、
外
ノ
入
地
区

の
住
宅
街
の
山
林
か
ら
出
火
し

た
と
の
想
定
で
、
消
防
ポ
ン
プ

車
等
９
台
に
よ
り
、
中
継
送
水

訓
練
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

施
し
ま
し
た
。
例
年
は
、
校
外

で
の
活
動
で
し
た
が
、
今
年
は
、

諸
事
情
に
よ
り
校
内
で
実
施
し

ま
し
た
。
班
長
を
中
心
に
13
の

学
級
を
回
り
、
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
、
校
内
を
歩
き
ま
し
た
。
今

年
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

10
月
29
日
貍
〜
30
日
豸
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
村
文
化
祭
に

お
い
て
、
国
際
交
流
協
会
が
タ

イ
洪
水
の
支
援
の
た
め
、
募
金

ム
や
折
り
紙
を
し
た
り
、
歌
や

楽
器
遊
び
を
お
う
ち
の
方
に
見

て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
お
孫
さ
ん
を
見
る
ま
な
ざ

し
は
と
て
も
温
か
く
、
園
児
達

も
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
来
年
入
園
予
定

の
２
歳
児
も
招
待
し
、
無
邪
気

で
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
が
多
数

来
園
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
に
慣

れ
親
し
む
中
で
こ
れ
か
ら
の
幼

稚
園
生
活
へ
の
期
待
感
が
大
き

く
ふ
く
ら
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
園
児
達
か
ら
手
作
り
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡
さ
れ
、
参
観

は
終
わ
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
、
ご
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。11

月
10
日
貅
班
の
活
動
で
、

泉
っ
こ
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実

11
月
10
日
貅
人
権
委
員
の
古

宇
田
栄
増
先
生
、
兼
子
春
枝
先

生
を
お
迎
え
し
、
４
年
生
41
人

を
対
象
に
人
権
教
育
の
紙
芝
居

を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
真
剣
に
紙
芝
居
を
見
て
、

人
権
・
自
由
・
平
等
に
つ
い
て

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
実
施
し
て
い
た

だ
い
た
人
権
委
員
の
皆
様
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
28
日
貊
午
前
10
時
か
ら
、

祖
父
母
参
観
、
一
般
参
観
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
年
長
組
は
歯
科

衛
生
士
さ
ん
を
招
い
て
、
歯
磨

き
の
指
導
を
う
け
ま
し
た
。
年

中
組
は
、
ホ
ー
ル
で
ミ
ニ
運
動

会
を
、
そ
し
て
年
少
組
は
ゲ
ー
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泉
っ
こ
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
泉
崎
一
小
）

地
域
の
安
全
安
心
確
保
へ

繋
が
る
〜
外
ノ
入
地
区
合

同
防
御
訓
練
実
施
〜

タ
イ
洪
水
被
害
へ
募
金
活

動
（
国
際
交
流
協
会
）

日
本
郵
政
募
金
会
よ
り
義

援
金

祖
父
母
参
観
、
一
般
参
観
　

（
幼
稚
園
）

人
権
教
育
「
紙
芝
居
」

（
泉
崎
一
小
）
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10
月
26
日
貉
白
河
市
東
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
４
回

西
白
河
郡
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

泉
崎
村
か
ら
は
６
団
体
、
68

名
が
出
演
し
、
郷
土
芸
能
、
ダ

ン
ス
、
歌
謡
、
舞
踊
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
合
唱
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
種
目
を
発
表
し
ま

し
た
。

ま
た
、
発
表
会
の
最
後
に
は

参
加
者
全
員
で
盆
踊
り
を
踊
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

11
月
18
日
貊
泉
崎
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
よ
り
、
活
動
資
金

の
一
部
と
し
て
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
は
、
村
民
文
化
祭

で
行
っ
た
福
祉
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
の
収
益
金
の
一
部
で
す
。

毎
年
、
ご
好
意
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

峠
寿
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ

っ
て
、
烏
峠
美
化
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
大

変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
環

境
維
持
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

去
る
11
月
17
日
貅
６
年
生
は
、

道
徳
の
授
業
で
村
人
権
擁
護
委

員
の
古
宇
田
栄
増
さ
ん
と
兼
子

春
枝
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、

『
人
権
』
に
関
す
る
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

古
宇
田
先
生
か
ら
は
、
人
に

た
い
す
る
思
い
や
り
や
人
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る

行
い
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
講
話
。
兼
子
春
枝
さ

ん
か
ら
は
、
平
成
22
年
度
人
権

に
関
す
る
入
選
作
文
の
朗
読
と

「
い
じ
め
を
や
ら
な
い
よ
う
に
」

等
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
地
域
の
方
か

ら
の
話
に
真
剣
に
き
き
い
っ
て

い
ま
し
た
。
授
業
後
の
感
想
で

は
、
「
人
権
擁
護
委
員
の
方
か

ら
お
話
を
伺
う
前
は
、『
人
権
』

の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

で
も
話
を
聞
い
て『
思
い
や
り
』

や
『
人
に
対
す
る
や
さ
し
さ
』

だ
と
わ
か
っ
た
。」
と
い
う
感
想

が
た
く
さ
ん
き
か
れ
た
。

第
62
回
全
国
高
校
駅
伝
競
走

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
、
学
法
石
川
高
３
年
近
藤
和

輝
く
ん
へ
、
村
役
場
に
お
い
て

激
励
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
か
ら
「
平
常
心
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
村
を
挙
げ
て
応

援
し
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉
が

贈
ら
れ
、
近
藤
和
輝
く
ん
か
ら

は
、「
２
時
間
６
分
台
の
走
り
入

賞
を
目
指
し
県
の
代
表
と
し
て

頑
張
り
ま
す
。」
と
抱
負
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
12
月
25
日
豸
京
都

市
西
京
極
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
、
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
と
す
る
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
全
国
の
舞
台
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

大
会
の
様
子
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

て
実
況
中
継
さ
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.nhk.or.jp/rr/

峠
寿
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が

烏
峠
美
化
活
動

村
人
権
擁
護
委
員
を
お
招

き
し
て
『
人
権
』
の
授
業

を
実
施
（
泉
崎
二
小
）

全
国
高
校
駅
伝
出
場

近
藤
和
輝
く
ん
（
学
法
石

川
高
）
に
激
励
金
交
付
！

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
よ

り
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付 第
４
回
西
白
河
郡
老
人
ク

ラ
ブ
芸
能
発
表
会
開
催
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印刷のことなら…

〒９６９－0102　泉崎村大字関和久字上野舘203

TEL  0248－54－1500　FAX  0248－53－2030

10月27日貅役場議場において12人の乳児に祝い品として計220万円の泉崎村共通商品券を贈呈いたしました。
この制度は安心して子育てをしてもらおうと、平成20年度からスタートした制度です。
第３子には10万円、第４子には30万円、第５子には50万円の商品券が贈られます。対

象は昨年から１年間に生まれた乳児が対象で、今回は第３子が９人、第４子は１人、第
５子は２名でした。久保木村長より「未来を創るのが子ども達です。愛情をたくさん与
えて心豊かな人づくりをお願いします。祝い金（商品券）は子育てにご活用下さい」と、
一人一人に泉崎村共通商品券が贈呈されました。

11月９日貉杉妻会館４階牡丹において平成23年度福島
県統計功労者表彰式が開催され、渡辺幸男氏（太田川）
が総務大臣表彰（平成22年国勢調査統計調査指導員）を
受けました。
11月16日貉総務大臣表彰受賞の報告に来庁。久保木村

長は「長年のご労苦に深く感謝申し上げます。｣と敬意を
表しました。

総務大臣表彰の受賞を村長へ報告した
渡辺幸男さん（右）

国
税
調
査
指
導
員
と
し
て

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

出
産
祝
い
金
贈
呈

広報
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“環境にやさしいものづくり”

ISO9001:2000、ISO14001:2004 認証取得

証券コードNo.5162

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪1 番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山1 番地3
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入1番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町2 丁目7 番2
　　　　　　　☎ 048-650-6051・FAX048-650-5201
http://www.asahi-rubber.co.jp/

株式
会社
代表取締役社長　横　山　林　𠮷

創造と挑戦
の企業集団

「お客様第一」に徹し
更に高い技術と
品質向上を
目指します。

総務課
５３－２１１１
行政推進室
５３－２４０９
住民生活課
５３－２１１２
税務課
５３－２１１３
建設水道課
５３－２１１４
土地販売促進課
５３－２２３８
産業振興課
（農業委員会）
５３－２４３０

会計室
５３－２７３１
議会事務局
５３－２４９９
保健福祉課
５４－１３３３
学校教育課
５４－１５３３
中央公民館
５３－２２５８
生涯学習課
（スポーツ振興係）
５３－３７７５

泉崎村役場代表電話
５３－２１１１

in format ion
お知らせ

informat ion
お 知らせ

募集募集 案内案内 お願いお願い

相談相談催し催し

12月17日貍　｢家族で凧をつくろう｣
10:00～15:00 募集10家族参加対象小学生以上

12月17日貍 館長講演会「歴史は知恵の森～藤本前館長の思い出～｣
12月18日豸　｢土師器の見方（古墳時代中期）｣

13:30～15:30募集20名参加対象一般
※『勾玉・管玉づくり、こはくペンダント』は、開館日いつでも体験できます。
※まほろん（福島県文化財センター白河館）
〒961-0101福島県白河市白坂一里段86
蕁0248-21-0700 FAX0248-21-1075
URLhttp://www.mahoron.fks.ed.jp
Email:office@mahoron.fks.ed.jp

福島県文化財センター（まほろん）お知らせ

昨年度に引き続き、福島（Ｆ）・茨城（Ｉ）・栃木（Ｔ）３県の美味しいも
のを集めた物産フェアが開催されます。ＦＩＴ地域内のえりすぐりの特産品の
販売や、ステージイベント等、盛りだくさんで開催しますのでぜひお越しくだ
さい。
※泉崎村もブースを出店する予定です。
●開催日時：平成23年12月10日貍 午前10時～午後８時
●会　　場：サンシャインシティ アルパ地下1階 噴水広場

（東京都豊島区東池袋）
詳しくはこちらをご覧ください⇒http://www.fit-area.jp/

●問い合わせ先：福島県地域振興課　蕁０２４－５２１－７１１８
役場行政推進室　　蕁０２４８－５３－２４０９

『まるごとＦＩＴフェア2011』を開催します！

東日本大震災・一部損壊住宅の修繕工事に対し、修繕工事費の助成金申請を受付いたします。
●助成対象住宅は以下の要件の全てに該当するものです。
□東日本大震災で被災した住宅であること。□一部損壊住宅であること。
□被災日（平成23年３月11日）に自己の居住の用に供していること。
□被災日（平成23年３月11日）以前に住宅の損壊等がない住宅であること。
●助成の対象者は、以下の要件の全てを満たしている方です。
□泉崎村内に住民登録をしていること。□住宅の所有者であること。□村税を滞納していないこと。
●助成対象工事は以下の要件を全て満たす工事となります。
盧 修繕工事に要する費用が５万円以上（消費税含む。）であること。
盪　被災者生活再建支援法に基づく支援または災害救助法に基づく住宅の応急修理を受けていないこと。
蘯 助成金の交付申請を平成24年２月20日までに行いその完了報告を平成24年２月29日までに提出されること。
●以下の工事に要する費用は助成の対象外となります。
■門、塀その他の外構工事。■備品購入が主な内容の工事。■震災以外で被災した修繕工事。■母屋以外の建築物の
修繕工事
●助成金の額は、５万円以上（消費税含む。）の助成対象工事費の４分の１に相当する額（1,000円未満切捨て）とし、
10万円を限度として助成します。
□申請期間　平成23年11月１日より平成24年２月20日まで　※完了報告　平成24年２月29日まで
□申請場所　泉崎村役場　住民生活課窓口（災害対策本部）
●添付書類　□罹災証明書（原本） □助成対象工事に要する経費を確認できる見積書の写し　□被災箇所のわかる写
真（住宅の全体及び工事予定箇所の写真）□（写真を撮っていない場合で、修繕が完了したものについては施行業者の
証明書）□助成金振込先の預金通帳の写し※助成金の交付については、工事完了報告及び助成金請求書の提出後に、精
算払いとして口座振込みとなります。
●お問い合わせ先　建設水道課　蕁５３－２１１４

東日本大震災・一部損壊住宅にお住まいの皆様へ

災害
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福島県弁護士会　震災・原発無料電話相談及び面接相談

◎電話相談（平日　午後２時～４時）
蕁024-534-1211（福島） 蕁024-925-6511（郡山）
蕁0242-27-2522（会津若松）蕁0246-25-0455（いわき）

◎面接相談 受付　蕁0120-700-7911（予約制）
（平日　午前10時～午後４時）

※福島、二本松、郡山、白河、会津若松、いわき、相馬
で実施します。

東日本大震災の雑損控除を申告される方へ
大震災により、住宅や家財等に損害を

受けられた方は、申告をすることにより
所得税の還付や軽減・免除を受けること
が可能です。本村では、平成24年２月７
日貂から３月15日貅までの期間、申告相
談及び申告書受付を予定しております。
今回は、雑損控除を申告される方で混雑が予想されるため、
下記必要書類を必ず準備して持参されるようお願いいたし
ます。
※必要書類
１．被害を受けた資産、取得時期、取得価額の分かるもの
２．被害を受けた資産の取壊し費用、除去費用などの分か
るもの

３．被害を受けたことにより受け取る保険金等の金額の分
かるもの

４．市町村から交付された「罹災証明書」「被災証明書」
●申告相談に関して不明な点については、白河税務署（蕁
22－7111）又は泉崎村役場税務課（蕁53－2113）にお尋
ねください。
申告相談日程表は、次号でお知らせいたします。

多重債務相談窓口のご案内
福島財務事務所では、借金を抱えお悩みの方々からの

相談に応じております。借金問題はさまざまな方法で解
決できます。お気軽にご相談ください。
○相談窓口 福島財務事務所　理財課
○受付時間 平日８時30分から午後５時15分
蕁 024-533-0064（多重債務相談窓口直通）
蕁　024-535-0303（理財課）

福島地方法務局からのお知らせ
福島地方法務局訟務部門及び人権擁護課は、平成24年１月16日豺から下記所在地へ移転となりますので、お知らせい

たします。なお、ご不明な点がありましたら、福島地方法務局総務課（TEL024-534-1111）までお問い合わせください。
●所在地　福島市本内字南長割１－３　

福島地方法務局分室内　訟務部門　蕁024-534-1976人権擁護課　蕁024-534-1994

戦後強制抑留者の皆様へ
シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金を支給しています。

・対象者は、旧ソ連邦又はモンゴル国の地域における戦後強制抑留者で、平成22年６月16日に日本国籍を有するご
存命の方です。（特別措置法施行日（平成22年６月16日）以降に亡くなられた方の相続人は請求できますが、施行
日前に亡くなられた方のご遺族等は、対象となっておりません。）

・請求受付期間は、平成24年３月31日です。まだ請求されていない方はお急ぎください。請求期間内に特別給付金
の支給の請求をしなかった場合には、支給されません。

・請求書をお持ちでない方は、当基金から請求書類をお送りしますので、至急、当基金にお電話ください。
※既に特別給付金を支給された方は、再度の請求は出来ません。
（ご連絡・お問い合せ先）独立行政法人平和祈念事業特別基金事業部特別給付金認定担当
０５７０－０５９－２０４（ナビダイヤル）（ＩＰ電話、ＰＨＳからは０３－５８６０－２７４８）

受付時間 平日9：00～18：00（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）

陸上自衛隊　高等工科学校生募集
15歳から17歳未満の男子が対象。入校と同時に、特別

職公務員になり通信制の高等学校教育を受けながら将来、
自衛隊の技術軍曹を養成する制度です。
＜一般採用試験＞
受付期間 平成23年11月１日貂～平成24年１月６日貊
１次試験 期日　平成24年１月14日貍

会場　白河市産直プラザ人材育成センター
試験科目　国・社・数・理・英・作文（500字）

２次試験 １次試験合格者のみ案内
口述試験・身体検査

＜推薦試験＞
受付期間　平成23年11月１日貂～平成23年12月16日貊�
試 験 日　平成24年１月7日貍～１月９日豺の指定日１日
会　　場　陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市）
試験科目　口述試験・筆記試験・身体検査
◆お問い合わせ先 自衛隊福島地方協力本部　

白河地域事務所　蕁２４－０３７２

原子力損害賠償に関する弁護士による
巡回法律相談

○日　時 12月８日貅
13:30～15:3012月14日貉

○場　所 白河商工会議所　会議室
白河市道場小路96－５

○対象者 原子力事故に伴い損害を
受けている個人または事業者
○相談予約方法
（１）予約方法　電話による申し込み

（受付時間：毎日8:30～21:00）
（２）申し込み先　蕁024－523－1501

県庁　原子力賠償支援課内

災害

災害
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「個人債務者の私的整理に関するガイドライン」が始まりました。

○『ガイドラインの利用』により、金融機関と、既存のお借入れについて弁済方法の変更や債務の減免などを、話し合
うことができます。また、法的倒産手続による不利益を回避できます。
○『ガイドラインの対象者』は『個人』の方です。主な対象要件は以下の通りです。
要件を満たさない方は、ガイドラインをご利用できませんので、ご相談前によくご確認下さい。
・住宅ローン・事業性ローン等をお借入れの個人の方
・住居・勤務先、事業所・取引先等の生活・事業基盤などが、『東日本大震災』の影響を受けたこと
・既存のお借入れが弁済できない、または、近い将来弁済できないことが確実と見込まれること（自己破産などの法的
手続に入ることが見込まれること）
例えば、①勤務先が被災し、収入が途絶え、新しい収入見通しも立たない場合、②収入はあるが、減少し、債務全般の
返済ができなくなった場合、などが考えられます。
・弁済について誠実である
・取引金融機関等の債権者に、その財産状況を適切に開示している
・震災発生前に、延滞等（期限の利益喪失事由）がない
・債権者の経済合理性に反しない弁済計画を作成する見込みがある（再建を図る個人事業主の場合）事業に事業価値が
あり、再建の可能性がある
・反社会的勢力ではなく、そのおそれもない
・免責不許可事由（破産法252条10号を除く）に相当する事実がない
●一般社団法人個人版私的整理ガイドライン運営委員会連絡先（受付時間は平日9:00～17:00）
福島支部　蕁024-526-0281 （〒960-8041）福島県福島市大町4-15

震災により損壊した家屋等の解体撤去について
東日本大震災により損壊した家屋等について、二次被害の防止及び生活環境上の保全を
図るため、所有者からの申請に基づき村が解体撤去をいたします。
１．対象家屋等
（１）村が交付した「被災証明」及び「罹災証明書」により、全壊、大規模半壊及び半壊

の判定を受けた家屋等で、生活環境の保全上、やむを得ず解体するもの　　　　　　　　　　　
（２）家屋等とは、一般住宅、アパート、倉庫、蔵、事務所、店舗等
（３）既に解体撤去した損壊家屋等
（４）修理を行えない程度の損害があるものや、家屋等の倒壊による人的・物的被害を防止する必要があり、環境

の保全上、やむを得ず解体するものが対象
２．対象者
（１）村内の家屋等の所有者
①建物登記簿の登記名義人を所有者とします。
②個人、個人事業主、中小企業法第２条第１項各号に規定する中小企業者

３．申請期間
平成23年12月５日から平成24年２月29日（解体工事は平成24年３月末まで完了すること）

４．申請手続き
（１）損壊家屋等解体処理申請書に必要書類を添えて提出
（２）必要書類
・被災・罹災証明書（写）
・印鑑登録証明書（原本）
・固定資産登録証明書（原本）
・家屋登記簿謄本（原本）
・被害状況写真及び建物配置図　
・その他、申請内容を確認するために必要となる書類
※申請書など各種様式は、住民生活課窓口に備えております。

５．申請場所
泉崎村役場　泉崎村災害対策本部（住民生活課）

６．お問い合わせ
泉崎村役場　住民生活課　蕁５３－２１１２

災害
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剪定枝葉・落ち葉・草の搬入自粛について
新聞報道等でご承知とは思いますが、原発事故に伴い、枝葉等に放射性物質が付着し、焼却した際に発生する燃え

殻・ばい塵から放射性セシウムが検出され、現在、クリーンセンター内に一時保管している状況にあります。
保管場所の確保が困難な状況において、放射性セシウムの濃度が高くなると、ごみの焼却を停止せざるを得ない事

態も予想されますので、当分の間、クリーンセンターへの剪定枝葉・落ち葉・草の搬入を自粛されますようご理解と
ご協力をお願いします。
●問い合わせ先　西白河地方衛生処理一部事務組合　業務課蕁２８－３５５８

１．西白河地方クリーンセンター（白河市亀石１番地）
○排ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：Bq/裙）

※焼却灰は、埋立基準値（8,000Bq/ｋｇ）を下回っているため、西郷埋立処分場に埋立てしています。
※ばい塵（飛灰）は、埋立基準値を超えているため、西白河地方クリーンセンターに一時保管しています。

○敷地境界の空間線量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：μSv/ｈ）

○焼却灰・ばい塵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：Bq/ｋｇ）

２．西郷埋立処分場（西郷村大字羽太字弥六林地内）
○放流水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：Bq/ｋｇ）

測　　定　　日 測定場所 測定対象 ヨウ素１３１ 放射性セシウム濃度
１３４ １３６ １３７

平成23年10月11日
１号煙突 排ガス 不検出 不検出 不検出 不検出
２号煙突 不検出 不検出 不検出 不検出

測　　定　　日 測定対象 ヨウ素１３１ 放射性セシウム濃度
１３４ １３７ 合計値

平成23年10月25日
焼却灰 不検出 ５７０ ７４０ １，３１０
ばい塵 不検出 ４，４００ ５，６００ １０，０００

測　　定　　日 敷　地　境　界（測定地点） 測定値（測定高1.0m）

平成23年10月25日

東側（県道坂本・白河線側） ０．４５
西側（五器洗側） ０．５４
南側（新五器洗側） ０．４０
北側（夏梨側） ０．４７
バックグランド（県道坂本・白河線） ０．５３

測　定　日 測定場所 測定対象 ヨウ素１３１ 放射性セシウム濃度
１３４ １３７ 合計値

平成23年10月25日 浸出液処理施設 放流水 不検出 不検出 不検出 ―

○施設内の空間線量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：μSv/ｈ）
測　　定　　日 測　定　地　点 測定値（測定高1.0m）

平成23年10月25日

施設入口（羽太側） ０．４０
焼却灰・不燃残さ埋立 ０．３５
木くず仮置場 ０．１３
コンクリートがら仮置場 ０．２４
瓦くず仮置場 ０．４５
埋立平場中心 ０．１７
埋立法面（開進多目的集会所側） ０．２６

災害
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10月22日貍～23日豸に今年で４回目となる友の会秋の旅行が南会津町で開催され会員や会員の知人の方々
等20名が参加しました。
昼食終了後、塔のへつりや紅葉の南会津路を楽しみながら、宿泊先へと向かいました。
夜の宴会ではカラオケや手品等も披露され、親睦を深めました。また、二日目は会津田島祇園会館で「会
津田島祇園祭」の歴史について、学芸員から説明を受け熱心に聞き入っていました。また特別に祇園祭で実
際に江戸時代から使用されていると言われる「屋台（山車）」を見学しました。
帰り道では福島県産のたくさんのお土産を購入し有意義な秋の旅行となりました。

「泉崎村友の会」秋の旅行開催

農産物の放射性物質検査について

１　検査申込方法
平成23年11月28日から検査申込み受付を開始

しております。
役場産業振興課備え付けの放射性物質検査申
込書にご記入のうえ提出願います。
※申請書提出の際は、押印、検体採取地の字名
・番地を忘れずに記入願います。

２　検査申込受付場所
泉崎村産業振興課（電話での受付はいたしませ
ん）

３　検体（農産物）の持込みについて
検査申込み受付後、文書で通知しますので、指
定しました期日・時間内に持込願います。
※野菜については、土を落としてきれいにして
ください。

４　検査開始
平成23年12月５日から

５　検査申込み対象者
泉崎村に住所がある個人又は村内で農産物を生
産している個人。

６　検査料金
検査料金は無料です。

７　検査対象物
今回の検査につきましては、当面、泉崎村で採
れた農産物を対象とさせていただきます。

８　検査結果
検査結果につきましては、文書で通知します。

●問い合わせ先
産業振興課　蕁５３－２４３０

日頃より農業振興事業等に、ご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げます。
さて、村では、食の安全・安心の確保に向けて農産物の放射性物質検査を実施いたし
ますので希望される方につきましては、下記により申込みされますようお知らせいたし
ます。

災害



広報

いずみざき 20

南会津町4スキー場共通１日リフト券を30名様にプレゼント
～｢結｣協定の南会津町でほんものの“雪”に触れよう～　

「結
ゆい

」協定を締結している南会津町の商工観光課から、昨年に引き続き｢冬のあったかプレゼント｣が届きました。
ご希望の方は、下記によりご応募ください。（※応募者多数の場合は抽選とします。）
◇応募対象：村内に住んでいる方、若しくは村内で就業されている方
◇応募方法：次項を記入のうえ、ハガキ・ＦＡＸ・メール等によりご応募ください。

◇応募期間：平成23年11月21日豺～12月20日貂（※郵送の場合は、当日消印有効）
◇応 募 先：〒969-0101 泉崎村大字泉崎字新宿２

泉崎村役場　行政推進室　結協定満喫係
ＴＥＬ：０２４８－５３－２４０９　　
ＦＡＸ：０２４８－５３－２９５８
E-mail：gyousei@vill.izumizaki.fukushima.jp

注１）ご応募は、一世帯につき１通限りとさせていただきます。
注２）当選者の方には、施設利用後に簡単なアンケートにご協力いただきます。
注３）リフト券が利用可能なスキー場は、高畑スキー場、たかつえスキー場、南郷スキー場、だいくらスキー

場の会津高原４スキー場に限ります。
注４）抽選となった際の当選者の発表は、村ホームページで公表いたします。

長野県の特産品販売中！
泉崎カントリーヴィレッジでは、長野県下條村の特産品を販売し
ています。下條村とは役場職員派遣や東日本大震災時に緊急物資
を提供頂くなど、友好の村として交流を行っています。

「ｅ－村民交流会」餅つき体験参加者
・内　容

「ｅ－村民交流会」は、「インターネット村民＝ｅ－村民」の方に泉崎村のさまざまな魅力を知っていただく
ため、各種体験を通した交流会等を実施しています。泉崎村民との交流も深めて頂きたく、村民の方の参加者
も募集しますのでお気軽にお申し込みください。
・開 催 日：平成24年１月14日貍
・集合時間及び集合場所

：バス利用者は午前10時20分までに、泉崎カントリーヴィレッジ駐車場
現地集合の方は午前10時30分までに、泉崎村中央公民館

・募集人数：50名程度
・参 加 費：お一人様５００円（小学生無料）

※昼食、餅つき体験料込み
・交流場所：泉崎村中央公民館（泉崎村大字北平山字高柳８８－１）
・そ の 他：エプロン、三角巾などをご準備ください。
・申込期限：平成24年１月６日貊まで
・申込方法：氏名、住所、電話番号、大人又は子供、バス利用の有無を電話又はＦＡＸでお申込み下さい。
・申込、お問い合わせ先

〒969-0101 泉崎村大字泉崎字新宿２　泉崎村役場土地販売促進課
電話 0248-53-2238 FAX 0248-53-2958

お　名　前 ご　住　所 T E L

勤　務　先　※村外在住で村内の事業所等へ就業されている場合
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４、反対側のひじとひざをタッチ：おしりとおなかの筋肉を鍛えバランスがつきます！

②転ばない環境づくり（段差をなくす、手すりをつける、身の回りの整理整頓）と、安全に外出するための備え
（歩きやすい靴、つえや歩行器などの活用）をしましょう。
③薬は医師の指導のもとで正しく服用しよう。（用法・用量など正しく服用しないと、眠気やふらつきなどの副作
用のため、転倒につながることも。いくつかの薬を併用する時も必ず医師に相談しましょう。）

④老眼や白内障で見えにくかったり、難聴や耳鳴りなどで聞こえにくい人は転びやすくなるため、早めに適切な検
査・治療を受けましょう。
⑤転倒経験のある人は、不安があり外出を控えてしまうことがありますが、閉じこもりがちになると筋力が低下し、
ますます転びやすくなります。転んだ原因を取り除き、不安を減らすことが重要です。外出に付き添ってもらう
などして、少しずつ自信をつけていきましょう。

高齢者の転倒予防

平成23年度高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用助成についてのお知らせ

年齢が高まるにつれて、ちょっとした段差につまずいたり、廊下や階段ですべって転ぶなどの転倒事故が増えて
きます。高齢者の転倒は、骨折を招きやすく、長期の入院を経て、寝たきりや認知症につながるおそれもあります。
転倒を防ぐための“体づくり”と“環境づくり”を心がけ、健康長寿を目指しましょう。
①適度な運動で歩行能力とバランス能力を高め、筋力をアップしよう
１、足指開き・足の裏たたき・足首まわし：足首や足の指がほぐれて、踏ん張る力になります！
２、つま先上げ・かかと上げ：歩く時、階段を上る時、 ３、足を横に上げる・後ろに上げる：

つま先がしっかり上がりつまずきを防ぎます！　　　　　　　骨盤を支える筋肉を鍛え、ふらつきを防止！

日本赤十字社の被災地復興支援の一つとして、高齢者の健康を守るため、肺炎球菌ワクチン接種費用を助成いた
します。この助成は、市町村が日本赤十字社に寄せられた海外救援金を財源として、福島県医師会、県の協力の下、
実施いたします。
肺炎球菌ワクチン接種は予防接種法に基づかない、任意の予防接種です。医師の説明を受け、十分に納得した上
で接種を受けてください。
１．対象者 福島県内に住所を有する方で、70歳以上の方

（平成２４年３月31日までに70歳以上になる方）
※肺炎球菌ワクチンは通常５年程度免疫が持続されると考えられています。
過去５年以内にワクチン接種を受けたことがある方は、助成の対象には
なりません。

２．費　用 無料
３．期　間 平成24年３月31日まで（平成23年度のみの助成です）

※ただし、財源に限りがあるため接種者数が県下全体で約19万人に達した時点で、予定実施期間中で
も助成終了としますので、あらかじめご了承ください。

４．実施場所 福島県内の指定医療機関
※接種の際には医療機関へ必ず電話または窓口で予約してから受けてください。

【問い合わせ先】 泉崎村保健福祉課　蕁５４－１３３３



10月30日豸、産業収穫祭において、まごわやさしい料理コンクール表彰式が行われました。

入賞者の皆様、おめでとうございます。

材　料 枝豆、ごま、わかめ、きゅうり、にんじん、とうもろこし、かにかま、しめじ、長いも、
調味料：めんつゆ、す、さとう、サラダ油、ごま油

「まごわやさしい料理コンクール　ＰＡＲＴⅢ」レシピ①
≪最優秀賞≫ 福地平次さん・湯川英章さん

元気モリモリそばサラダ
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産業収穫祭の会場では、まごわやさしい料理コンク
ールの試食コーナーも設けられ、最優秀賞の『元気モ
リモリそばサラダ』の試食が行われました。「おいし
い」「アイデアがおもしろい」「手軽にできそう」など
大変好評でした。

こども体験クラブ
11月12日貍、保健福祉総合センターでこども体験クラブの料理教室

があり「米粉入りポテト餅」「米粉のロールケーキ」を作りました。
小学生14名とパイン食楽部で奮闘しました。
米粉は、進歩した特殊製法によって用途が拡大し、洋菓子もできる
ようになりました。しかし手触りや成形などで小麦粉と違う感じがあ
り、試作を重ね、最後はレシピ通りの作品が出来上がり、試食は大満
足でした。大人に守られながら、子供達はそれぞれの工程を経験し自
分が作ったという気持ちになれたのではないでしょうか。後片付けも
ちゃんとしました。素直でかわいい子たちだと思いました。

キッズクラブ　加藤とよ子

◆作りかた
①　枝豆を塩ゆでし、豆をとりだす。
②　しめじを小房に分け、ゆでる。
③　乾燥わかめを水でもどす。
④　にんじん、きゅうりを千切りにする。
⑤　長いもの皮をむき、ビニール袋に入れ、たたいてくだく。
⑥　調味料とごまでドレッシングをつくる。
⑦　そばをゆでる。
⑧　そばの上に具材をのせて、ドレッシングをかける。
≪コメント≫　ヘルシーでスタミナたっぷり！

賞 応 募 作 品 名 出　　品　　者
最 　 優 　 秀 　 賞 元気モリモリそばサラダ 福地平次、湯川英章
村 　 長 　 賞 ごまたっぷりねばねばサラダ 三村純輝、千代子
教 　 育 　 長 　 賞 野菜もりもりスープ 小林誠、春江
教 　 育 　 長 　 賞 がんも 高橋魁登、亜佐美
教 　 育 　 長 　 賞 まごがつくった３色ギョーザ 緑河佳大、荒井拓海、草野勇樹
食生活改善推進員会長賞 凍みどうふのはさみ焼き 山口煕彩
白河農協泉崎支所長賞 簡単！おいしい！カラフルむしパン 泉川毬乃、和輝、雄太郎、恵子
商　工　会　長　賞 鮭のゴマ焼き　野菜中華あんかけ 海上まゆみ、あみ、るい
まごわやさしいで賞 まごわやさしい　野菜なべ 鈴木歩華、兼子美麗
まごわやさしいで賞 栄養たっぷりかぼちゃスープスパゲッティー 高縁美幸、鈴木勇太、吉川逸斗
まごわやさしいで賞 ごま豆腐ハンバーグの夏野菜煮込み 菊地聡、幸
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『泉崎南東北公開講座』を下記の通り開催いたします。
今回は総合南東北病院附属須賀川診療所　所長　脳神経外科　小泉仁一先生をお招きして『脳梗塞とリハビ
リのお話』と題しまして講演していただきます。脳梗塞の症状や治療方法など、分かりやすく説明して頂く予
定ですので、是非聞いてみてはいかがでしょうか。
地域の皆さまの健康の維持向上に努められるよう、お役に立てていただけるように情報を発信
してまいりますのでどうぞ宜しくお願いします。
◆日　時：平成23年12月17日貍 入場無料　開場 13：30～　開演 14：00～15:30
◆会　場：泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
◆演題１：「脳梗塞とリハビリのお話」

講師　総合南東北病院付属須賀川診療所　所長　脳神経外科　小泉　仁一　先生　
◆演題２：「訪問看護でできること」

講師　泉崎南東北訪問看護ステーション　加藤　浩美　看護師　

泉崎南東北診療所　外来担当予定表　平成23年12月
※当診療所は日曜・祝日・年末年始（12/31～1/3）ならびに17:00以降の夜間の診療は行っており
ませんので、ご注意ください。
なお、日曜・祝日・年末年始の休日の当番医は0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認い
ただけます。

※インフルエンザ予防接種を行っております。予約制になっておりますので、お早めにお願いします。
※皮膚科と禁煙外来の診療は、毎週月曜日予約制診療となります。※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施して
おります。※診療に関してのお問い合わせは　電話：53-2415 鈴木・澤田まで。※北原先生の診療は、週１回月曜日のみ
となりますのでご注意お願いいたします。

月 火 水 木 金 土 日

午　前

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

原　田
内科・外科

小鹿山
内科・外科・脳外科

工　藤
小児科

総合南東北病院医師
内科・外科

総合南東北病院
心臓血管外科医師
午前診療のみ

休
　
　
　
診

菅　野
内科・胃腸内科
［胃カメラ］12/12

応援医師
胃腸内科

小　林
眼科

午　後
北　原

内科・形成外科・
皮膚・禁煙

原　田
内科・外科

小鹿山
内科・外科・脳外科

工　藤
小児科

総合南東北病院医師
内科・外科

応援医師
胃腸内科

《泉崎南東北だより》
～泉崎南東北公開講座のお知らせ～

脳梗塞
とは…

脳梗塞とは脳の血管が何らかの原因で細くなるか、詰まってしまうことにより血流障害が生じ、血

液を供給されている脳が壊死
え し

してしまう状態です．

休 日 救 急 当 番 医 表
小　児　科

白 河 厚 生 総 合 病 院

白 河 厚 生 総 合 病 院
白 河 厚 生 総 合 病 院

樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク

わたなべ子どもリニック

31貍

岡 崎 小 児 科 内 科 医 院
お か ざ き ク リ ニ ッ ク

２豺

24年１豸
佐 久 間 歯 科 医 院田 　 口 　 病 　 院

８豸

酒 井 歯 科 医 院
た ま ち 歯 科 医 院

鈴 木 歯 科 医 院

樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク

12月４豸

18豸

11豸
小 林 歯 科 医 院き た む ら 整 形 外 科

25豸

河 島 歯 科 医 院
国 馬 歯 科 医 院

内　科・外　科

田 　 口 　 病 　 院
田 　 口 　 病 　 院

泉 崎 歯 科 医 院

小 　 針 　 医 　 院

片 倉 ク リ ニ ッ ク
か ね こ ク リ ニ ッ ク

く に い 増 見 ク リ ニ ッ ク
関 医 院23貊 斎 須 歯 科 医 院ク リ ニ ッ ク お お ま ち

白 河 厚 生 総 合 病 院３貂 佐 藤 歯 科 医 院田 　 口 　 病 　 院

み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
わたなべ子どもクリニック

９豺 鈴 木 歯 科 医 院 （ 表 郷 ）

15豸

さかの整形外科クリニック
す ず き 歯 科 医 院佐藤循環器科内科クリニック

＊休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせください。
しらかわ救急情報センター　蕁2 3 － 9 9 0 9

歯　　　　科診療日

お か ざ き ク リ ニ ッ ク
す ず き 内 科 ク リ ニ ッ ク

22豸 須 藤 歯 科 医 院

29豸

穂 　 積 　 医 　 院
高 久 歯 科 医 院す ず き 内 科 ク リ ニ ッ ク
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で
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で
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っ
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明
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思
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（
次
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、
兼
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広
志
さ
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へ
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で
す
。）

木村比佐恵さん
（下　宿）

みんなの広場
みなさんが日ごろ考えている、さまざまなご意
見や、要望、日常生活での出来事などをお寄せ
ください。写真やイラスト、絵画などの作品も
募集しています。ただし、中傷や営利目的のも
のはご遠慮ください。また、紙面の関係で掲載
できないこともあります。匿名希望、ペンネー
ムでも結構ですが、必ず住所、氏名、電話番号
をお知らせください。
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明

明
星
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明
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宵
の
明
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冬
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な
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の
だ
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ァ
と
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思
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め
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い
ま
す
。

五
十
嵐
直
子

はっぴいばあすでい
…１才になりました…

あ　い

草野　愛ちゃん
ま　な　み

小野愛海ちゃん

〒969-0101 泉崎村大字泉崎字新宿2

泉 崎 村 総 務 課
ＴＥＬ0248-53-2111 ＦＡＸ0248-53-2958

ホームページアドレス
http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/
E-mail  soumu@vill.izumizaki.fukushima.jp

11月６日豸南会津町文化講演会に泉崎少年野球
クラブが参加を致しました。
講師は古田敦也氏元ヤクルトスワローズ選手兼
監督の講演という事もあり、会場は満席でしたが
南会津町役場のご厚意により、参加者全員前列で
話を聞く事が出来ました。
また質問コーナでは５年生の荒井拓海君が、ど
の様に練習をすれば足が速くなるのかと言う質問
に、ステージ上で熱心にアドバイスを頂きました。
子どもから大人までとても分かり易い内容の講
演会でした。

古田敦也氏元ヤクルトスワローズ選手兼監督の講演

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

蕁0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ24.１.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon 12
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

蕁0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ24.１.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon 12
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

蕁0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ24.１.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon 12 お
め
で
た

お
く
や
み

熊
木
　
喜
一
さ
ん
　
77
才

渡
　
ヨ
シ
ノ
さ
ん
　
85
才

田
　
　
タ
ツ
さ
ん
　
96
才

鈴
木
　
ア
キ
さ
ん
　
88
才

鈴
木
　
ミ
ヱ
さ
ん
　
84
才

田
　
　
　
正
さ
ん
　
85
才

お
い
わ
い

尾
股
正
史
さ
ん
・
恵
里
さ
ん

お
子
さ
ま
の
名
前
・
父
母
名

箭
内
　
幸
歩
ゆ
き
ほ

ち
ゃ
ん

秀
康
さ
ん
・
紀
子
さ
ん

鈴
木
　
琉
聖

り
ゅ
う
せ
い

く
ん

雅
貴
さ
ん
・
美
香
さ
ん

五
十
嵐
莉
子
り

こ

ち
ゃ
ん

聡
さ
ん
・
佐
知
子
さ
ん

深
谷
龍
之
介

り
ゅ
う
の
す
け

く
ん

克
己
さ
ん
・
稔
絵
さ
ん

五
十
嵐
健
太
郎

け
ん
た
ろ
う

く
ん

健
一
さ
ん
・
由
香
里
さ
ん

渡
部
　
雄
翔
ゆ
う
と

く
ん

宏
樹
さ
ん
・
瑠
美
さ
ん

編
　
集
　
後
　
記

今
月
の
表
紙
は
第
23
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
泉
崎
村
チ
ー
ム
の
６
連
覇
表

彰
式
の
様
子
で
す
。
当
初
は
道
路
の
破
損
や
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

の
影
響
か
ら
開
催
の
是
非
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
ふ
る
さ

と
の
元
気
と
勇
気
取
り
戻
す
復
興
駅
伝
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
の
尽
力

に
よ
り
ふ
く
し
ま
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
環
境
大

臣
の
細
野
豪
志
氏
（
原
子
力
発
電
所
事
故
収
束
・
再
発
防
止
担
当
大
臣
）

が
出
席
し
、
「
ふ
る
さ
と
へ
の
帰
還
を
約
束
す
る
と
共
に
、
ふ
る
さ
と

へ
の
誇
り
胸
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

泉
崎
村
チ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
６
区
間
に
お
い
て
区
間
賞
を
獲
得
し
、

２
位
に
９
分
18
秒
の
大
差
を
付
け
た
優
勝
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
連
覇
の
道
の
り
は
厳
し
く
、
ギ
リ
ギ
リ
の
調
整
だ
っ
た
と
関
谷

監
督
の
お
話
し
で
す
。
原
発
の
事
故
当
初
は
、
檜
原
湖
（
北
塩
原
村
）

や
県
外
で
の
練
習
で
し
た
。
線
量
計
を
持
参
し
な
が
ら
も
風
雨
に
不
安

と
恐
怖
を
抱
い
た
日
々
が
続
き
夏
以
降
、
本
格
的
な
練
習
が
始
ま
っ
た
。

候
補
選
手
は
、
中
高
生
か
ら
県
外
で
暮
ら
す
大
学
生
・
社
会
人
、
総
勢

約
30
名
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
で
、
ひ
た
む
き
に
走
り
込
ん
で
き
た
。

候
補
選
手
の
中
に
は
、
怪
我
や
オ
ー
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
調
を

崩
し
、
現
在
も
リ
ハ
ビ
リ
に
耐
え
て
い
る
大
学
生
も
お
り
ま
す
。
高
校

生
エ
ー
ス
区
間
（
２
区
）
を
走
っ
た
近
藤
和
輝
く
ん
（
学
法
石
川
３
年
）

も
県
高
校
駅
伝
大
会
後
（
優
勝
）
の
足
を
痛
め
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会

の
直
前
に
治
癒
し
た
状
況
、
ギ
リ
ギ
リ
で
の
ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会
の
出

場
で
あ
っ
た
。

新
聞
紙
面
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
泉
崎
村
の
強
さ
に
つ
い
て
、
「
み
ん

な
泉
崎
中
出
身
な
の
で
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
す
ぐ
に
一
丸
と
な
れ
る
」
、

単
に
集
ま
る
回
数
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
の
絆
の
深
さ
が
勝
因
と
挙
げ
て

い
た
。

か
つ
て
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
佐
藤
敦
之
選
手
（
中
国
電
力
）
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
考
レ
ー
ス
（
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
）
に
向
け
て
、
泉

崎
カ
ン
ト
リ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
合
宿
を
行
っ
た
。
当
時
、
練
習
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
た
中
学
生
が
、
兼
子
侑
大
く
ん
（
山
梨
学
院
大
１
年
）
、

佐
川
佑
磨
く
ん
（
創
価
大
１
年
）
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
彼
ら
に
贈
ら
れ
た
言
葉
（
色
紙
）
が
、
至
誠
惻
怛
（
し
せ
い
そ

く
だ
つ
）
、
至
誠
と
は
、
極
め
て
誠
実
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
真
実
と

正
義
の
根
底
に
は
仁
（
ま
ご
こ
ろ
）
が
あ
る
こ
と
。
惻
怛
と
は
、
他
人

の
痛
み
や
悲
し
み
を
自
ら
の
痛
み
と
し
て
感
じ
る
心
の
こ
と
。
日
頃
支

え
て
く
れ
て
い
る
家
族
や
励
ま
し
て
く
れ
る
仲
間
、
そ
し
て
監
督
や
先

生
方
、『
人
の
思
い
を
自
ら
の
力
に
変
え
る
』
こ
と
。

至
誠
惻
怛
を
理
念
と
し
、
至
誠
力
走
す
る
こ
と
が
以
来
、
目
に
は
見

え
な
い
「
心
の
タ
ス
キ
」
と
し
て
引

き
継
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
選
手
を
支
え
る

家
族
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
ま
た
、
沿
道
で
ご
声
援
頂
き
ま

し
た
村
民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

軈
い
ず
み
太
郎
軋

村社会福祉協議会では、心配なことがあって困ってい
る方のために、毎月第２土曜日に心配ごと相談を行って
います。
※秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。
◇日　時 12月10日貍 午前10時～12時まで
◇会　場 村保健福祉総合センター
◇相談員 村民生委員

兼子國夫さん・武藤英雄さん
◇行政相談 行政相談委員　小林敏明さん
◇問い合わせ先

心配ごと相談　社会福祉協議会蕁54－1555
行政相談　総務課　　　　　　蕁53－2111

心配ごと相談所・行政相談
県内で事業を営んでいる方を対象とした個人事業税の今
年度課税分について東日本大震災に伴う納期限等の延長措
置により、納税通知書の発付を延期していました。このた
び課税の時期が以下の内容で確定しましたのでお知らせし
ます。
第１期分　平成23年12月発付（平成24年１月４日納期限）
第２期分　平成24年２月発付（平成24年２月29日納期限）

●問い合わせ先　

県南振興局県税部 蕁23－1517

個人事業税の定期課税のお知らせ

「思春期青年期の心に寄り添うために」
講演会はどなたでも参加できます。参加費は無料です。
◇日　時：12月20日貂　13：30～　　　　　　　　
◇内　容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
《13：30～》講演「思春期青年期の心に寄り添うために～当事者からのメッセージ～」
《15：15～》家族交流会（希望者のみの参加）

◇講　師：ＮＰＯ法人ビーンズふくしま　理事長　若月　ちよ氏　ひきこもりを経験した当事者
◇会　場：サンフレッシュ白河（住所：白河市久田野城内３１）
◇お申込み・問い合わせ先：福島県県南保健福祉事務所（県南保健所）

保健福祉障がい者支援チーム　ＴＥＬ０２４８－２２－５６４９
ＦＡＸ０２４８－２２－５４５１

福島県県南保健所主催　講演会



：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：資料館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館　　：さつき公園

：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　：泉崎南東北診療所　　：弓道場　　：ソフト球場
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人　口　　 人　口　　 合　計　 世帯数
（10月１日現在）男 3,175人　　女 3,363人　　6,538人　　　1,984戸
（11月１日現在）男 3,171人　　女 3,364人　　6,535人　　　1,984戸
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資

ト

育 幼

診

児

弓 ソ

公 さ

30
（金）

燃えるごみの日

29
（木）

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

19
（月）

出前元気はつらつ教室（関和久）
クリスマスコンサート会

１
（木）

なかよしクラブ　自由参加日
交通対策協議会

出前元気はつらつ教室（八雲）
環境安全点検日（職員）

２
（金）

泉寿会
出前元気はつらつ教室（宿館）

燃えるごみの日

よい子の発表会
土曜登録児受け入れ
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

ミニコンサート（ＩＮ　ＴＨＥ
ＷＩＮＤ）
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

５
（月）

特設人権相談所開設
出前元気はつらつ教室（太田川）

６
（火）

３・４か月児　９・10か月児
健診
ふれあいクッキング
筋肉を貯える「貯筋会」

燃えるごみの日

7
（水）

出前元気はつらつ教室（原）
土曜登録児受け入れ

資源ごみの日・粗大ごみの戸別
収集日

20
（火）

１歳６ヶ月児健診
定例農業委員会
燃えるごみの日

21
（水）

資源ごみの日

４
（水）

仕事始め
資源ごみの日・粗大ごみの戸別
収集日

５
（木）

６
（金）

燃えるごみの日・燃えないごみ
の日

成人式
消防団出染め式
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

３
（火）

８
（木）

グランドゴルフ納会大会
６・７ヶ月児健康相談

9
（金）

出前元気はつらつ教室（北平山）
燃えるごみの日・燃えないごみ
の日

22
（木）

定例教育委員会
社会福祉協議会理事会
社会福祉協議会評議員会
定例民生児童委員協議会
クリスマス会

行政相談：心配ごと相談所開
設
クリスマス子供会
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

 

16
（金）

交通安全テント村
成人学級
燃えるごみの日

クリスマスお楽しみ会
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

15
（木）

なかよしクラブ
出前元気はつらつ教室（峠）

13
（火）

出前元気はつらつ教室（踏瀬）
筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

27
（火）

燃えるごみの日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

子ども体験くらぶ
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

12
（月）

出前元気はつらつ教室（瀬知房）

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

26
（月）

28
（水）

仕事納め
資源ごみの日

14
（水）

出前元気はつらつ教室（高根）
文化財保護審議会
資源ごみの日

10
（火）

小中学校第３学期始業式
燃えるごみの日
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